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 皆さん、こんにちは！はじめまして！この春に文

学院を卒業した和田哉恵と申します。8 月末からス

ウェーデン・ヨーテボリ大学の修士課程”Gendering 

Practices”に在籍しています。留学を開始して 1 か

月半ほどと日が浅いので、今回の記事では「留学に

向けた準備」をテーマに留学に至った経緯・奨学金

のことなどをお話ししようかなと思います。私が進

学を決意したのはスウェーデンですが、他の国への

留学でも共通していることが多いかと思うので、海

外大学院の申請に向けて準備を進めている方・進学

を検討している方はもちろん、卒業後の進路に悩ん

でいる方など、少しでも皆さんの参考になると嬉し

いです！ 

 

コロナ禍の今、なぜ海外大学院進学？ 

 

 留学を検討している方で、昨年から続くコロナ禍

の影響を懸念されている方も多いと思います。また、

逆にコロナ禍のお陰で、オンラインで受講できるプ

ログラムが充実し、わざわざ海外に行かなくて海外

大学の授業を受講することも可能になりました。そ

んな中でも、海外で学ぶことの醍醐味は、実際に

「異文化空間」に身を置くことで、新たな価値観を

知り、自身の視野を広げることが出来ることではな

いかと思います。 

 

 私は学部 3 年次に半年間イギリスに交換留学をし

ました。初めての 2 週間以上の海外生活で、勉強は

もちろん、文化や言語が異なる地で生活する大変さ

も学びました。今でもたまに上手く伝えられないと

感じるときがありますが、当時の私の英語力はギリ

ギリ IELTS 6.5 のレベルだったので、母国語が通じ

ない国での暮らしは日々挑戦でした。ですが、新た

な環境での生活で自身の成長も感じられましたし、

授業について行くために必死で勉強したお陰で、

（それまで進学なんて検討もしていなかったのです

が、）大学院に進学して自分の研究分野である英文

学についてもより深く学びたいと思うようになりま

した。当時は自分がしたい研究がまだ曖昧であった

ため、一度北海道大学文学院へ進学し、学部時代に

お世話になった先生のもとで勉学に励むことにしま

したが、最終的に海外大学院進学を決意したのも、

当時イギリスから日本に帰国する際に感じた「次は

正規留学生として挑戦したい！」という想いが何よ

りも強かったからだと思います。 

 

 その後、修士 1 年の終わりに、新型コロナが猛威

を振るい始め、一時は先が見えずとても不安で留学

の実現は絶望的なのではないかとも思いました。そ

ういった状況もあって、担当教員からは博士課程へ

の進学や学振なども提案して頂きましたが、やはり
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海外大学院進学ほどの魅力は感じられませんでした。

色々な選択肢も考慮した結果、最終的にはリスクも

覚悟したうえで、当時の自分が納得のいく選択肢で

あった「海外大学院進学」に絞って準備を進めてい

くことにしました。当時はその決断が正しいもので

あったのか不安に感じることもありましたが、今で

はあのときに諦めず前に進んで良かったなと思って

います。 

 

また修士？なぜスウェーデン？ 

 

留学先選択について 

 留学先を決める上で重要な点は留学先での研究・

生活について具体的に考えることではないかと思い

ます。もちろん、「○○大学に行きたい！」という

ように先に行きたい大学・研究機関を決めるのも良

いと思いますが、「なぜその国・大学じゃないとい

けないのか」というように、それに伴う志望理由が

きちんと準備されていないと、大学院・奨学金など

の申請で良い印象を与えるのが難しいのではないか

なと思います。ここでは、二度目の修士課程をスウ

ェーデンで行うことに決めた理由についてお話しし

ます。 

 

二度目の修士課程への進学を決めた理由 

 北海道大学での英文学（とりわけシェイクスピア

作品）におけるジェンダー表象について研究と、修

士 1 年次に参加した新渡戸カレッジを通じて、これ

までの文学研究で得たジェンダー知識を活かし、何

か社会に貢献出来ないかと考えるようになりました。

ただ、当時はまだジェンダーを学んだといってもあ

くまで副専攻としてであったので、改めてきちんと

研究理論や手法など基礎的なことを学びたいと思い、

博士課程ではなく、修士課程への進学を決めました。 

 

スウェーデン留学の理由 

 スウェーデンへの留学を決意した理由は主に３つ

あります。１つ目はスウェーデンという国が、研究

テーマである「ジェンダー平等」に向けた制度設計

の先駆的存在であったこと。２つ目は、ヨーテボリ

大学の研究環境。そして３つ目は、スウェーデンが

経済的な面でも実現可能な留学先であったことです。 

 

 北欧、スウェーデンと聞くと、漠然とジェンダー

平等や環境への取り組みなどサスティナビリティへ

の意識が高いといったイメージがあるかと思います。

もちろん一部は国・企業のブランディング的な側面

もあると思いますし、スウェーデンも多くの課題を

抱えています。ですが、実際に私が関心を持ってい

る 平 等 に 向 け た 制 度 （ 平 等 オ ン ブ ズ マ ン ・

Diskriminnerings Ombudsmannen）に関しては、

スウェーデンが世界で初めて導入し、その後ヨーロ

ッパをはじめとする他の国々でも導入されている制

度になります。ジェンダー論研究でも特に実践への

応用に興味があったため、研究テーマとして平等先

進国と言われている国の取り組みを検証することが

面白いのではないかと思い、スウェーデンを留学先

の候補にしました。 

 

 2 つ目は、ヨーテボリ大学の研究環境です。ジェ

ンダー学修士課程 “Gendering Practices”は 2 年間の

プログラムで、理論研究だけではなく、実践的な側

面にも力を入れており、2 年の前期には企業や NGO

などでのインターンシップに参加することが出来ま
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す。また、大学国によって設立されたジェンダー研

究機関（Swedish Secretariat for Gender Research）

が併設されています。現在は入学して最初の学期で

何かとバタバタしていてまだセミナーなどに参加で

きていないですが、落ち着いたら積極的に参加しよ

うと思っています。 

 

 3 つ目は、学費・経済的な理由です。他の理由と

比べると一気に現実味を帯びていますが、留学の実

現可能性を吟味する上では重要な要素かと思います。

もしかしたら他のヨーロッパの国の大学と比べたら

高いかもしれないのですが、私のプログラムは年間

100 万円程度と英米の大学と比較すると半額以下に

なります。また、家賃に関しても学生アパートであ

れば 5 万円程度で一人暮らしに十分なところに住め

ます。ただヨーテボリはアパートの競争率が高いこ

とで有名で、かつ大学も正規留学生に対しては寮を

斡旋してくれないので、自分で探さなければいけな

いのは少し大変でした。 

 

留学資金・奨学金のこと 

 

 留学を決意したら考えなくてはならないのは、資

金調達かと思います。私は就職を経験しないでの進

学であったため貯金もほぼなく、また既に北大の学

部・修士と学費を両親に負担してもらっており、さ

すがにそれ以上資金援助をお願いしたくなかったた

め、奨学金の獲得は留学を行う上での絶対条件でし

た。要件を満たしたほぼ全ての奨学金に応募し、幸

いにも「JASSO 海外留学支援制度(大学院学位取得

型)」、「ロータリー財団地区奨学補助金」（どちら

も併給可能）に採択して頂きました。 

 

 あくまで私の経験で感じたことですが、奨学金に

合格するために重要な点は、「①早くから自分が応

募できる奨学金を調べ、募集時期・申請書の内容を

把握しておくこと」、「②多くの人にコメントをも

らうこと」かなと思います。①に関しては計画的に

進めるためのアドバイスになります。留学開始の 1

年前の夏あたりから早いものの募集を開始し、9-11

月ころに締め切りの奨学金が多数あります。同時期

に卒論・修論、大学院への申請をこなさなければい

けないため、早めの段階から情報収集し、計画的に

準備することをお薦めします。また申請書の内容に

関しては、A4 で 2 枚程度のシンプルなものから、膨

大な手書きの文書が求められるものなど、奨学金に

よって大きくことなるので、早めにこれまでの申請

書情報を調べておいてどれほどの労力・時間を要す

るのか知っておくといいかと思います。 

 

 ②に関しては、書類・面接審査についてのアドバ

イスになります。奨学金の選考プロセスで重要なの

が「書類審査」だと思います。ここで落ちてしまう

と次のプロセスに進めないですし、奨学金によって

は書類審査で結果ほぼ決まるようなところもあるの

で、申請書類はしっかりと時間をかけて作成するこ

とが大切だと思います。審査員の全員が自身の専門

分野に精通しているわけではなく、また短い期間に

数多くの書類に目を通しているため、専門外の人が

一度読んで伝わるように書かなくてはなりません。

一文を短くしたり、専門用語をかみ砕いて説明した

り、質問項目ごと整理して記述したりするなど工夫

する必要があります。担当教員の先生から研究自体

についてご指導をお願いするだけでなく、専門外の
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先生・友人・先輩から自分の申請書の分かりづらい

点を指摘して貰うことも大変有効です。私も提出の

数日前に、過去に採用された違う研究分野の先輩の

コメントを基に研究計画書を大幅に書き換えました。

その時は大変でしたが、今となってはそれがなけれ

ば結果は異なっていたのではないかと思います。ま

た、面接もしかりで、英語のスピーチや、応答の内

容など、過去の質問や自身の申請書を基に事前に想

定質問を考え、それを基に先生方や先輩、友人に練

習に付き合ってもらうとよいと思います。時間とエ

ネルギーを要する作業ですが、厳しいコメント・ご

指導に感謝して、気を抜かず最後まで取り組むのが

大切かなと思います。 

最後に、 

 

 今回は「留学前の準備」についてお話ししました。

少しでも読んでくださった皆さんの参考になると嬉

しいです。ちょうど今頃から来年度の海外大学院・

奨学金申請が本格化すると思います。現在、申請準

備をされている皆さん、本当に本当にお疲れさまで

す！私も去年修論と並行しながらの大学院と奨学金

の申請準備が大変で、何度も心が折れそうでした。

努力の先には、きっと良い結果が待っていると思う

ので最後まで諦めず頑張ってください！！皆さんの

ご健闘お祈りしています☻ 


